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背景：日本では川崎病の患者数、罹患率ともに増加の一途をたどっている。今回、川崎病の最新

の疫学データを解析した。  

方法: 第 22 回川崎病全国調査を 2013 年に行った。2011 年および 2012 年に川崎病を診断した

1983施設を対象とした。小児科を標榜する 100床以上の病院、および小児病院を対象とし、２年間

の調査期間中に川崎病と診断されたすべての患者の報告を求めた。 

結果：1420 施設 (回収率 71.6%)から, 26,691 人(2011 年 12,774 人、2012 年 13,917 人)の川崎病

患者が報告された。 男 15,442 人、女 11,249 人であった。 0-4 歳人口 10 万対罹患率は 2011 年

243.1、2012 年 264.8 であり、2012 年の患者数は日本で報告されたものの中では最高であった。

2012 年の定型例の罹患率も日本で報告されたものの中で最高であり、近年の罹患率の増加に寄

与した。 月別推移では 1 月に患者数のピークがあり、夏にも 1 月に比べると低いピークがあった。

年齢別罹患率では月齢 6 か月以内にピークを持つ一峰性の分布が見られた。  

結論：川崎病の患者数および罹患率は日本においては増加し続けている。定型例においても同様

の傾向が認められた。                                          
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